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新しい 2 つのパラメータ，危険度と出現時間を設定した． 
危険度：車が飛出したときの自車から停止線までの距離 
出現時間：警報の提示から車の飛出しまでの時間 
本実験 1 では，車が飛出す状況に対して，出現時間 0 秒の警報を提示する場合（正
警報）と提示しない場合（無警報）を設定し，ドライバの行動や警報の印象を比較し
た．行動の違いはブレーキペダルを踏む割合に表れ，正警報の方が約 20%大きな値を
示した．本実験 1 では，同時に，6 種の危険度で警報を提示し，タイミング評価を行
った．その結果，「ちょうどよい」タイミングの危険度は，停止線から約 36m である
ことがわかった． 
本実験 2 では，警報タイミングがやや遅い傾向の 2 種の危険度で，4 種の出現時
間を設定してタイミング評価を行った．解析の結果，2 つの危険度でタイミングの「ち
ょうどよい」警報を提示した場合，そのときの自車位置から停止線までの距離は等し




条件（50km/h 走行）では，最適な距離は約 37m であった． 
 
